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第
十
四
条

委
員
会

１

両
締
約
国
は
、
こ
こ
に
こ
の
協
定
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
両
締
約
国
の
大
臣
又
は
上
級
職
員
を
共
同
議
長
と
す

る
委
員
会
を
設
置
す
る
。

２

委
員
会
は
、
両
締
約
国
政
府
の
代
表
者
か
ら
成
る
。

３

委
員
会
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

æ

こ
の
協
定
の
実
施
及
び
運
用
に
つ
い
て
検
討
及
び
監
視
を
行
う
こ
と
。

ç

必
要
な
場
合
に
は
、
両
締
約
国
に
対
し
て
適
当
な
勧
告
を
行
い
、
及
び
特
に
こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
つ

い
て
意
見
を
提
供
す
る
こ
と
。

è

こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
問
題
に
係
る
両
締
約
国
間
の
紛
争
を
解
決
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

é

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
全
て
の
小
委
員
会
の
作
業
を
監
督
し
、
及
び
調
整
す
る
こ
と
。

ê

両
締
約
国
が
合
意
す
る
そ
の
他
の
行
動
を
と
る
こ
と
。

４

委
員
会
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

æ

こ
の
協
定
の
運
用
に
必
要
な
小
委
員
会
及
び
他
の
作
業
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
。

ç

委
員
会
の
任
務
の
遂
行
を
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
小
委
員
会
及
び
他
の
作
業
部
会
に
委
任
す
る
こ

と
。

è

こ
の
協
定
の
改
正
に
つ
い
て
検
討
し
、
及
び
両
締
約
国
に
勧
告
し
、
並
び
に
こ
の
協
定
の
改
正
を
促
進
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
当
該
改
正
は
、
各
締
約
国
の
国
内
法
上
の
手
続
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

é

第
七
十
条
に
規
定
す
る
運
用
上
の
手
続
規
則
を
採
択
す
る
こ
と
。

５

委
員
会
の
全
て
の
決
定
は
、
合
意
に
よ
っ
て
行
う
。

６

両
締
約
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
委
員
会
が
決
定
を
行
う
と
き
は
、
当
該
決
定
は
、
各
締
約

国
の
国
内
法
上
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
両
締
約
国
が
当
該
国
内
法
上
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た

旨
を
相
互
に
通
報
し
た
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

７

委
員
会
は
、
両
締
約
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、少
な
く
と
も
毎
年
一
回
、日
本
国
及
び
ペ
ル
ー

に
お
い
て
交
互
に
会
合
す
る
。

第
十
五
条

連
絡
部
局

１

一
方
の
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
に
関
連
す
る
全
て
の
事
項
に
つ
い
て
両
締
約
国
間
の
連
絡
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

連
絡
部
局
の
指
定
を
行
い
、
及
び
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
後
九
十
日
以
内
に
当
該
指
定
に
つ
い
て
他
方
の
締
約
国

に
通
報
す
る
。

２

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
他
方
の
締
約
国
へ
の
全
て
の
情
報
の
伝
達
、
要
請
又
は
通

報
は
、
連
絡
部
局
を
通
じ
て
行
う
。

３

連
絡
部
局
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

æ

委
員
会
の
会
合
の
た
め
に
議
題
の
策
定
そ
の
他
の
準
備
を
共
同
で
行
い
、
及
び
適
当
な
場
合
に
は
共
同
で
当
該

会
合
の
事
後
措
置
を
と
る
こ
と
。

ç

委
員
会
が
委
任
す
る
事
項
に
取
り
組
む
こ
と
。

è

第
二
百
九
条
に
規
定
す
る
仲
裁
裁
判
所
に
対
し
て
事
務
上
の
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
。

第
十
六
条

実
施
取
極

両
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
の
特
定
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
の
詳
細
及
び
手
続
を
定
め
る
別
の
取
極（
以
下「
実

施
取
極
」
と
い
う
。）を
締
結
す
る
。
実
施
取
極
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
効
力
を
生
じ
、
こ
の
協
定
が
有
効

で
あ
る
限
り
効
力
を
有
す
る
。

第
二
章

物
品
の
貿
易

第
一
節

一
般
規
則

第
十
七
条

適
用
範
囲

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
章
の
規
定
は
、
両
締
約
国
間
の
物
品
の
貿
易
に
つ
い
て

適
用
す
る
。

第
十
八
条

定
義

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、

æ

「
農
業
協
定
」
と
は
、
世
界
貿
易
機
関
設
立
協
定
附
属
書
一
Ａ
農
業
に
関
す
る
協
定
を
い
う
。

ç

「
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
協
定
」
と
は
、
世
界
貿
易
機
関
設
立
協
定
附
属
書
一
Ａ
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
に
関
す
る
協
定
を
い

う
。

è

「
二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
」
と
は
、
第
三
十
条
に
規
定
す
る
二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
を
い
う
。

é

「
権
限
の
あ
る
調
査
当
局
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

ü

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
、
経
済
産
業
省
そ
の
他
日
本
国
に
お
い
て
調
査
の
対
象
と
な
る
産
業
を
管
轄

す
る
省
又
は
そ
れ
ら
の
後
継
機
関

@

ペ
ル
ー
に
つ
い
て
は
、
通
商
観
光
省
又
は
そ
の
後
継
機
関

ê

「
関
税
」
と
は
、
産
品
の
輸
入
に
つ
い
て
又
は
輸
入
に
関
連
し
て
課
さ
れ
る
関
税
、
輸
入
税
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

種
類
の
課
徴
金
を
い
う
。
た
だ
し
、
次
の
も
の
を
含
ま
な
い
。

ü

千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
二
条
２
æ
の
規
定
に
適
合
し
て
課
さ
れ
る
内
国
税
に
相
当
す
る
課
徴
金

@

千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
六
条
の
規
定
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
協
定
及
び
補
助
金
及
び
相
殺
措
置
に
関
す

る
協
定
に
適
合
し
て
課
さ
れ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
税
又
は
相
殺
関
税

A

提
供
さ
れ
た
役
務
の
費
用
に
応
じ
た
手
数
料
そ
の
他
の
課
徴
金

ë

「
国
内
産
業
」
と
は
、
輸
入
産
品
に
関
し
、
締
約
国
内
で
活
動
す
る
当
該
輸
入
産
品
と
同
種
の
若
し
く
は
直
接

に
競
合
す
る
産
品
の
生
産
者
の
全
体
又
は
当
該
生
産
者
の
う
ち
当
該
産
品
の
生
産
高
の
合
計
が
当
該
産
品
の
国
内

総
生
産
高
の
相
当
な
部
分
を
占
め
て
い
る
生
産
者
を
い
う
。

ì

「
輸
出
補
助
金
」
と
は
、
農
業
協
定
第
一
条
ê
に
定
義
す
る
輸
出
補
助
金
を
い
う
。

í

「
輸
入
許
可
手
続
」
と
は
、
輸
入
許
可
制
度
を
実
施
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
行
政
上
の
手
続
で
あ
っ
て
、
輸

入
締
約
国
へ
の
輸
入
に
先
立
ち
関
係
行
政
機
関
に
対
し
て
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
（
通
関
用
の
も
の
を
除
く
。）を

提
出
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
を
い
う
。

î

「
暫
定
的
な
二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
」
と
は
、
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
暫
定
的
な
二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
措
置
を
い
う
。

ï

「
重
大
な
損
害
」
と
は
、
国
内
産
業
の
状
態
の
著
し
い
全
般
的
な
悪
化
を
い
う
。

ð

「
重
大
な
損
害
の
お
そ
れ
」
と
は
、
事
実
に
基
づ
き
、
明
ら
か
に
差
し
迫
っ
た
重
大
な
損
害
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
い
い
、
申
立
て
、
推
測
又
は
希
薄
な
可
能
性
に
の
み
基
づ
く
も
の
を
含
ま
な
い
。

第
十
九
条

物
品
の
分
類

両
締
約
国
間
で
取
引
さ
れ
る
物
品
の
分
類
は
、
統
一
シ
ス
テ
ム
に
適
合
し
た
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条

内
国
民
待
遇

附
属
書
二
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
は
、
千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
三
条
の

規
定
の
例
に
よ
り
、
他
方
の
締
約
国
の
産
品
に
対
し
て
内
国
民
待
遇
を
与
え
る
。こ
の
た
め
、千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ

ト
第
三
条
の
規
定
は
、
必
要
な
変
更
を
加
え
た
上
で
、
こ
の
協
定
に
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
協
定
の
一
部
を
成
す
。

第
二
十
一
条

関
税
の
撤
廃
又
は
引
下
げ

１

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
他
方
の
締
約
国
の
原
産
品

に
つ
い
て
、
附
属
書
一
の
自
国
の
表
に
従
っ
て
適
用
さ
れ
る
税
率
を
超
え
て
関
税
を
引
き
上
げ
、
又
は
導
入
し
て
は

な
ら
な
い
。

２

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
は
、他
方
の
締
約
国
の
原
産
品
に
つ
い
て
、

附
属
書
一
の
自
国
の
表
に
従
っ
て
、
関
税
を
撤
廃
し
、
又
は
引
き
下
げ
る
。

３

締
約
国
の
原
産
品
に
つ
い
て
附
属
書
一
に
従
っ
て
適
用
さ
れ
る
関
税
率
が
、
当
該
原
産
品
と
同
一
の
産
品
に
適
用

さ
れ
る
実
行
最
恵
国
税
率
よ
り
も
高
い
場
合
に
は
、
当
該
原
産
品
に
つ
い
て
、当
該
実
行
最
恵
国
税
率
を
適
用
す
る
。

４
æ

両
締
約
国
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
附
属
書
一
の
両
締
約
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
表

に
お
い
て
交
渉
の
対
象
と
し
て
指
定
し
た
原
産
品
に
関
す
る
市
場
ア
ク
セ
ス
の
条
件
の
改
善
そ
の
他
の
事
項
に
つ

い
て
、
当
該
表
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
交
渉
す
る
。

�
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